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SUMMARY
 
English teachers should explicitly indicate the number of segments that their students must distinguish in
 
order to convey the meaning of different words. While American English contains seven-phoneme systems for
 
simplex and complex vowels,current British English exhibits six-phoneme systems for short,long,and complex
 
vowels. In this paper,we consider which vowel system is more intelligible and learnable for Japanese learners
 
of the English language.
１．イギリス英語とアメリカ英語
日本の学校教育では，アメリカ英語を標準として
教えることが前提となっている．??一般米語（Gen-
eral American,以下 GA）は発音に関して保守的で，
1800年頃の発音をほぼそのまま保存していること
から，GAを標準とする教育政策は合理的と言える
のかもしれない．以下に 14個の音素から成る GA
の母音体系を示す．
(1) GAの母音体系
a. 単母音 b. 複母音
（1b）の複母音は，フランス語の語彙とともに英語
に入った/ /を除くと，16世紀から 18世紀にかけ
て生じた大母音推移（Great Vowel Shift,以下 GVS）
の出力を保っており，/ /，/ /はそれぞれ/ /，
/ /と表記されることもある．GAの母音には長短
の対立はなく，複母音が長母音の機能を果たしてい
る．
他方，イギリス英語の発音は GVS以降も絶えず
変化を続けている．それでもアジア諸国でイギリス
英語の容認発音（Received Pronunciation,以下 RP）
を標準とする国や地域は少なくない．??英語教育の
目的が非母語話者とのコミュニケーションであるな
らば，学校教育ではどのような英語を教えるべきな
のであろうか．イギリス英語の現状を分析すること
によって，Intelligibility（わかりやすさ）と Lear-
nability（学びやすさ）の観点から考察する．
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２．イギリス英語の現状
20世紀にイギリス英語の標準とされていた RP
は特定の地域方言を基盤としているのではなく，特
定の社会階層で使用される社会方言である．社会的
地位や教育の高さと結びついた威信言語とみなされ
る一方，多くの二重母音を含む複雑な母音体系を持
つことから，伝わりにくく教えにくいという欠点が
ある．
(2) RPの母音体系
a. 短母音 b. 長母音
c. 二重母音
（2c）の二重母音体系は，以下のように下位分類され
る．
(3) a. closing diphthongs
/ /，/ /，/ /，/ /，/ /
b. centering diphthongs
/ /，/ /，/ /，/ /
（3b）の二重母音は，長母音とそれに後続する［ ］
との間に渡り音［ ］が生じたあと，19世紀になっ
て［ ］が消失した結果として音素化したもので，
母音に後続する［ ］を発音している GAには音素
として存在しない．
一方 Collins and Mees（2009）は，教育を受けた
比較的若い世代の人々に使用され，特定の地域方言
の特徴を持たない中立的な発音を non-regional pro-
nunciation（NRP）と名づけ，その母音体系を以下の
ように表示している．
(4) NRPの母音体系
（Collins and Mees 2009：96-103）
a. 抑止母音 b. 自由母音
c. 二重母音
（4a）の抑止母音は（2a）の短母音に，（4b）の自由
母音は（2b）の長母音に相当する．（4b）にあって（2b）
にない自由母音/ /は，（2c）の二重母音/ /が滑化
（単母音化）したものである．したがって，（4c）の
二重母音体系には/ /が欠けている．これと並行し
て（2c）のシステムに存在する/ /はすでに（4b）
の長母音/ /と併合しているが，（4c）の二重母音
/ /も滑化して/ /と併合しつつある．/ /，
/ /，/ /の滑化の結果として，抑止母音・自由母
音・二重母音とも 6個の音素から成るシステムに
なっている．
NRPの母音音素をキーワードとともに示すと，以
下のようになる．??
(5) NRPの母音音素
a. 抑止母音 b. 自由母音 c. 二重母音
抑止母音は閉音節に，自由母音は開音節に現れる傾
向があるため，両者のあいだには長さに加えて
［±tense］という素性の違いがある．それでも（5a）
の抑止母音と（5b）の自由母音を対照してみると，
ほぼ短母音と長母音の対立を成していることがわか
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る．英語の母音は中英語期（1100-1500）に開音節の
強勢母音が長化した結果［±long］の対立を失ったの
で，6個の母音が長短の対立を成すのは古英語以来
のことであり，5個の母音が長短の対立を成す日本
語の母音体系にも似ている．NRPの円唇後舌低母
音/ /は日本語のオに近い音質を持つことから，ア
イウエオの 5母音に中舌母音を加えた 6母音体系と
みなすこともできる．
他方 1980年代になると，ロンドンの若年層のあい
だで RPとは異なる方言が影響力を持つようになっ
た．テムズ川の河口から川をさかのぼるように普及
してきた経過からエスチュアリ英語（Estuary Eng-
lish,以下 EE）と呼ばれ，古くからロンドンの下町で
使われているコクニー方言（Cockney）と RPの中間
に位置する．
(6) EEの母音体系
a. 抑止母音 b. 自由母音
c. 二重母音
（6a）の抑止母音体系では，STRUTの/ /が低下して
日本語のアに近くなっているのが特徴で，これに対
して LOTの/ /は日本語のオに近い．（6b）の自由母
音体系では，FLEECEの/ /と GOOSEの/ /がそれ
ぞれ/ /， / /へ二重母音化しつつあり，GVSの
初期に生じた音韻過程がまったく同様に繰り返され
ていることに驚かされる．
ロンドン英語の最大の特徴は，二重母音の推移に
ある．FACEの/ /が PRICEの［ ］のように，PRICE
の/ /が CHOICEの［ ］または［ ］のように，GOAT
の/ /が MOUTHの［ ］のように聞こえ，MOUTH
の/ /は第一要素が推移して［ ］のように聞こえ
る．つまり，二重母音が以下のように連鎖的に推移
しているのである．??
(7) Diphthong Shift
 
RP
 
EE
 
EEの二重母音の第一要素は，第二要素/ /または
/ /までの移動距離を拡大する方向に推移している
ことがわかる．同様の母音推移はニュージーランド
英語（New Zealand English,以下NZE）にも観察
されるが，ロンドン英語の/ /は滑化が進行して
［ ］または［ ］のように聞こえることがある．??
イギリスでは将来，EEが RPに代わって威信言語
となる可能性が予測されているが，Intelligibilityと
Learnabilityの観点から見ると，国際標準として使
用するには明らかに問題がある．
３．変化の方向性
前節で述べたように，英語の母音は古英語（Old
 
English,以下OE）の段階では長短の対立を成す 6
母音体系であった．GVSの出力を保存しているとい
う点でもっとも保守的な GAから，もっとも革新的
なNZEまでの母音の変化を以下に示す．
(8) 英語の母音推移
OE GA RP NRP EE NZE keywords
 
KIT
 
DRESS
 
TRAP
 
LOT
 
FOOT/STRUT
 
PRICE
 
FLEECE
 
FACE
 
GOAT
 
GOOSE
 
MOUTH
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短母音について見ると，OEの後舌低母音/ /が中
英語期に/æ/と併合する一方，後舌高母音/u/は現代
英語期（1500-1900）に/ /と/ /に分裂して今日に
至る．??同時期にOEの/ /が低下してイギリス英
語で/ /となり，GAではさらに円唇性を失って
/ /となった．OEの長母音はすべて GVSを受けて
二重母音に変化し，/ /＞/ /＞/ /＞［ ］のよう
な過程を経て，第一要素と第二要素との距離が長く
なる方向に変化している．
二重母音（複母音）は単母音に比べて聞き取りや
すく，学習者が間違えにくいという聴覚・調音上の
長所がある．さらに，第一要素と第二要素との距離
は大きいほど聞き取りやすい．EEやNZEで長母音
が二重母音化し，二重母音の第一要素が推移してい
るのは Intelligibilityの制約が働いているせいかも
しれない．??しかしながら，二重母音の第一要素と
第二要素との距離が限界まで遠くなると，結果とし
て/ /＞［ ］＞［ ］＞［ ］のような滑化が進行
し，単母音との聞き分けが困難になることが予測さ
れる．
４．英語教育の方向性
自然言語としての英語は音韻変化を免れることが
できない．一方で，英語を第二言語または外国語と
して学習する人々は標準となるモデルを必要とす
る．母語としての英語でさえ，GAとNZEでは互い
に伝わりにくくなっている現在，学校教育ではどの
ようなモデルを採用すべきなのであろうか．それを
決める際に基準の一つとなるのが Jenkins（2000，
2007）やNelson（2011）の提唱する Intelligibilityで
ある．
Collins and Mees（2009：208-209）は，非母語話
者に英語を教える場合，可能な限り母語話者の発音
に近づけようとするのは現実的でないと述べてい
る．
(9 ) In learning a language it is necessary to
 
have realistic goals.［…］A realistic aim is
 
therefore to speak in a way which is clearly
 
intelligible to your listeners and which does
 
not distract,irritate or confuse them.
その上で，非母語話者に観察される誤りを以下のよ
うに分類している．
(10) 1. Errors which lead to a breakdown of
 
intelligibility.
2. Errors which give rise to irritation or
 
amusement.
3. Errors which provoke few such reac-
tions and may even pass unnoticed.
Intelligibilityの基準に照らすと，避けるべきは
（10．1）に属する誤りということになるが，その筆
頭に挙げられているのが次のような母音音素の区別
である．
(11) Category 1: Errors leading to breakdown
 
of intelligibility
 
1 Confusion of crucial phonemic con-
trasts in vowel system, e.g./ /
(widespread), / /(G e r m a n,
Dutch), / /(West African lan-
guages), / /(Danish).
英語と同じゲルマン語派に属するドイツ語・オラン
ダ語・デンマーク語を母語とする学習者でさえも，
単母音どうしの区別には苦労している事実がうかが
える．
母音の数は，口腔という限られた空間をいくつに
区切って意味を区別しているかを表す．音素の数が
多いほど多様な区別が可能になる一方，限られた空
間に多くの音素が存在すると相互の区別が困難にな
り，記号処理に時間がかかる．??英語の非母語話者
にとっては，母音音素の数は少ない方がわかりやす
く，学習が容易になる．この点から考えると，18個
の音素から成る母音体系を持つイギリス英語より
も，14個の音素から成る母音体系を持つアメリカ英
語の方が，学習しやすいということになる．
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ここで，もう一度 GAとNRPの母音体系を比較
してみよう．
(12) a. GAの母音体系
単母音 複母音
b. NRPの母音体系
抑止母音 自由母音
二重母音
GAの母音体系において［±long］は余剰素性であ
り，/ /と/ /の対立は［±tense］という素性に帰せ
られる．母音音素の数が少ないのは利点であるが，
母音に［±long］の区別がある日本語のような言語を
母語とする学習者にとっては，この［±tense］の対
立がわかりにくいという欠点がある．他方NRPの
母音体系は，6個の抑止母音に 6個の自由母音がほ
ぼ対応している．抑止母音と自由母音との対立は主
として［±long］という素性に帰せられるため，余剰
素性となる［±tense］は必ずしも認識する必要がな
い．母音の長さが意味の区別に役立っていることか
ら，日本語との並行性も得られる．
日本語母語話者にとってもう一つの困難は，日本
語のアに相当する母音が複数存在することである．
GAの後舌低母音/ /は円唇性を失って日本語のア
に近くなっているため，/ /－/ /－/ /という 3
通りの区別が必要となる．これに対して，NRPの
/ /は円唇性を保っていて日本語のオに近いため，
アイウエオ（/ /，/ /，/ /，/ /，/ /）という 5個
の母音に/ /という中舌母音を加えたものが英語の
母音体系であると考えると，学習者にとってはわか
りやすくなる．LOTの綴りからわかるように，現代英
語の/ /（＝GA/ /）は古英語の/ /が通時的に低
下してきた結果であるから，日本語のオの領域に属
する母音とみなすことによって，綴字との整合性も
得られる．
二重母音については，/ /，/ /，/ /，/ /，/ /
から成る伝統的なシステムが学びやすい．Collins
 
and Mees（2009：200）によると，若年層では二重母
音/ /が自由母音/ /で置き換えられることがあ
る．一方で/ /が/ /と併合しつつあることから，
NRPの二重母音体系も 5個の音素に還元できる．た
だし，二重母音の第一要素は推移させずに GOATの
母音も GAのように/ /と発音する方が学習しや
すい．
５．結論
日本語を母語とする英語学習者にとって学びやす
い母音体系は以下の通りである．
(13) a. 短母音 b. 長母音
c. 二重母音
短母音の/ /，/ /，/ /は日本語のイ・ウ・エと同じ
でよい．/ /は/ /に由来する後舌母音であるから
日本語のオと同じでよいが，開口度をやや広めにす
るとなおよい．/ /はOEから存在する英語特有の
母音なので，日本語のアよりも前寄りであることを
意識する．以上の 5母音に口腔の中央で調音する
/ /が加わることを認識する．長母音はアイウエオ
をそれぞれ長く発音し，それに中舌母音/ /が加わ
ることを認識する．二重母音体系は GVSの出力を
保持するのが合理的である．とくに日本語母語話者
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が苦手とするwestの/ /とwaistの/ /，lawの
/ /と lowの/ /の区別を容易にするためには，
GAのように/ /，/ /の第一要素を高い位置で調
音するのがよい．
英語では語の意味を区別するためにいくつの母音
を区別すればよいか，これまで明確には教えられて
こなかった．??日本の学校教育では，英語の母音は
アイウエオに中舌母音が加わった 6母音体系である
ことを教えるべきである．その際，日本語には口腔
の中央で調音する母音はないが，英語では語の意味
を区別するために中舌母音が不可欠であることを強
調する．
音素はもっとも基本的な言語記号であるが，記号
の構造と機能について，池上（1984：84-85）は次の
ように述べている．
(14) 記号が明確に認知できるようなものでなく
てはならないという要件は、記号の数が少
なければそれを満たすのにそれほど困難は
ないであろう。しかし、記号の数がふえる
とどうなるか。当然、記号の間で記号表現
の差が縮まり、相互に類似した記号が出て
くるはずである。しかも、一方では受信者
が人間ないし動物の場合、その知覚能力に
は生物体として一定の限界がある。そのよ
うな条件下でもし記号の数がふえ続けれ
ば、ついにはある段階で異なる記号の記号
表現があまりにも似すぎてきて、もはや知
覚的に区別できないということが起こるは
ずである。どの記号であるか認定が十分に
出来なくなったとしたら、もちろん、その
記号体系は記号体系として機能しなくな
る。……しかも、記号を相互に区別するた
めに記号表現が複雑な構成のものとなり、
区別が細かい差に基づくようになればなる
ほど、その処理には時間がかかるはずであ
る。処理に要する時間があまりにも不当に
長くなると、これまた記号としての機能が
損なわれてしまう。
GAとNRPの母音音素の数を単純に比較すると，
GAの方が少なくて有利な記号体系ではあるが，
［±tense］という細かい差に基づいて記号を区別
する必要がある．［±long］という示差的特徴に基づ
いて語の意味を区別している学習者にとっては，6
個の母音音素に長短の区別を掛け合わせることに
よって 12個の単母音を区別する方がわかりやすい．
二重母音については，日本語で単母音との区別がな
い/ /，/ /に注意を払えば十分であろう．
注
1)平成 20年 3月に告示された中学校学習指導要領には「現
代の標準的な発音」が言語材料としてふさわしいと記され
ているが，教科書に付属する音声教材がアメリカ英語で録
音されているため，少なくとも公立学校では GAを標準と
している．
2)大英帝国による植民地支配を受けた東南アジア諸国にそ
の傾向が見られるが，Jenkins（2009：151-152）によると，
独立後のインドでは独自の英語が発達している．
3)Collins and Mees（2009：201）によると，GOOSEの/ /
は若年層のあいだで前舌化と非円唇化が進行しており，と
くに/ /，/ /，/ /のような硬口蓋音に後続するときに
は/ /と区別がつかないことがある．同様に，FOOTの/ /
も若年層のあいだで前舌化と非円唇化が進行中であるとい
う．
4)Wells（1982：306-310）は，自由母音/ /，/ /の二重母
音化がこの連鎖的推移の発端であると述べている．また，
/ /の第一要素が後舌化し，/ /の第一要素が前舌化する
現象を PRICE-MOUTH Crossoverと呼んでいる．
5)Davenport and Hannahs（2010：46）によると，洗練度
の低い方言ほど滑化の傾向が強い．
6)Davenport and Hannahs（2010：53-54）によると，イギ
リスの北部方言には/ /という音素はなく，cutは［k t］
と発音される．対照的に cookの母音は［k  k］と長く発
音される．
7)Minkova and Stockwell（2003：173）は，最適性理論の
枠組みで以下のような制約を提案している．
HEAR CLEAR : Maximize the auditory distance between
 
the nuclear vowel and the following
 
glide(measured in formant frequency).
8)Nı?Chiosa?in and Padgett（2001：132-133）は，最適性理
論の枠組みで以下のような互いに矛盾する二つの制約を提
案している．最適な音素の数は，この二つのバランスによっ
て決まる．
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NWORDS: A language must have at least n contrasting
 
words.
SPACE: Each segment gets 1/n of the perceptual
 
space.
9 )英語の母音体系が安定でないことが理由の一つである．
比較的変化の少ない GAでも，近年/ /と/ /が併合して
母音音素の数が一つ減った．併合の原因については柴田
（2012）を参照．
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